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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
成
31

年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

単
位
ク
ラ
ブ
会
長
さ
ま
は
じ
め

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、平
素
よ
り
、

加
入
促
進
や
友
愛
奉
仕
活
動
、
健

康
づ
く
り
活
動
等
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
に
率
先
し
て
取
り
組
ま
れ
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
練
老
連
の
企
画
事
業
に

も
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も

と
、
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
参
加
を

い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

例
年
こ
の
時
期
に
な
り
ま
す
と

過
ぎ
た
年
へ
の「
反
省
」、
新
し
い

年
へ
寄
せ
る「
抱
負
」で
熱
い
思
い

が
み
な
ぎ
り
ま
す
。

ご
案
内
の
と
お
り
私
は
、
昨
年

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
副
会

長
、
東
京
都
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
の
職
を
退
き
ま
し
た
。

４
期
８
年
と
い
う
長
き
に
わ
た

り
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
重
責
を

務
め
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

の
も
、
地
盤
で
あ
り
ま
す
練
馬
区

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
を
守
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
役
員
は
じ
め
会
員

の
皆
様
の
お
力
添
え
の
賜
と
心
よ

り
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
残
さ
れ
た
任
期
を

い
か
に
練
馬
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
充
実
・
発
展
に
つ
な
げ
て
い

く
か
、
こ
の
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。時

代
背
景
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変

わ
り
、
わ
た
し
た
ち
老
人
ク
ラ
ブ

が
立
ち
上
が
っ
た
頃
と
は
大
き
く

変
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。こ
こ
数

年
来
、
皆
さ
ま
の
お
知
恵
を
拝
借

し
な
が
ら
事
業
の
見
直
し
を
手
掛

け
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
の
先
輩

が
築
い
た
偉
大
な
遺
産
を
基
軸
に

よ
り
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

友
愛
活
動
、軽
ス
ポ
ー
ツ
、レ
ク

ダ
ン
ス
や
手
作
り
品
な
ど
の
文
化

芸
能
活
動
、研
修
・
講
演
活
動
な
ど

私
た
ち
が
行
っ
て
い
る
自
主
的
な

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
は
、
介
護
予
防

活
動
の
源
で
あ
る
と
自
負
し
て
お

り
ま
す
。今
年
も
健
康
に
留
意
し
、

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
ょ
う
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、「
平
成
」も
残
り
わ
ず
か

と
な
り
、
こ
の
５
月
よ
り
新
た
な

年
号
を
迎
え
ま
す
。

平
成
26
年
の
９
月
、
練
馬
区
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
天
皇
皇
后

両
陛
下
の
ご
視
察
を
賜
る
と
い
う

恩
恵
に
浴
し
ま
し
た
。
老
人
ク
ラ

ブ
へ
の
行
幸
啓
は
初
め
て
の
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
優
し
い
お
言
葉
も

お
か
け
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当

に
光
栄
な
こ
と
で
あ
り
、
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
へ
の
大
き
な
励
み
と
な

り
ま
し
た
。

昭
和
・
平
成
と
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
を
重
ね
、
練
馬
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
は
間
も
な
く
創
立
60
年
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
大
き
な
節
目
に
向
け
て
こ

れ
か
ら
も
皆
さ
ま
と
一
緒
に
歩
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
、
そ
し
て

本
年
が
佳
き
年
で
あ
り
ま
す
こ
と

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

練
馬
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長
　
増
田
　
時
枝

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

新
春
を
迎
え
、
練
馬
区
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
皆
様
に
は
、
今
年

に
か
け
る
思
い
を
新
た
に
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

連
合
会
の
皆
様
に
は
、日
頃
か
ら
、

区
政
に
特
段
の
ご
高
配
を
賜
り
、

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
練
馬
区
の
高
齢
者
人
口

は
約
16
万
人
で
あ
り
、
総
人
口
に

占
め
る
高
齢
化
率
は
約
22
％
で

す
。
国
や
東
京
都
と
比
べ
る
と
低

く
、
23
区
で
は
平
均
的
な
数
字
で

す
が
、
介
護
が
必
要
な
方
は
増
加

し
て
お
り
、
約
３
万
３
０
０
０
人

が
要
介
護
認
定
者
で
す
。

要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を
防

止
し
、
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら

受
け
狙
い
に
堕
し
て
は
な
ら
な

い
。改
革
の
延
長
上
に
こ
そ
、練
馬

区
の
未
来
が
あ
る
。
生
涯
を
か
け

て
行
政
に
従
事
し
て
き
た
私
の
信

念
で
す
。

昨
年
末
、
区
の
目
指
す
将
来
像

「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
構
想
」の
実

現
を
目
指
し
て
、
区
政
改
革
計
画

を
取
り
込
み
一
体
化
し
た
、
新
た

な
総
合
計
画「
第
２
次
み
ど
り
の

風
吹
く
ま
ち
ビ
ジ
ョ
ン
」の
素
案

を
公
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

施
策
の
一
貫
性
・
継
続
性
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
新
た
な
取
組
み
を

盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

な
か
で
も
、
高
齢
者
福
祉
の
充

実
は
重
要
な
課
題
で
す
。
団
塊
世

代
の
全
て
の
方
が
後
期
高
齢
者
と

な
る
平
成
37
年
ま
で
に
、
介
護
が

必
要
と
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

医
療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま
い
・
生
活

支
援
が
一
体
的
・
継
続
的
に
提
供

さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

し
続
け
る
た
め
に
は
、
元
気
な
う

ち
か
ら
介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

連
合
会
の
皆
様
は
、
永
年
に
わ

た
り
、
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防

活
動
を
活
発
に
実
践
し
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
に
培
わ

れ
た
経
験
を
十
分
に
発
揮
さ
れ
、

介
護
予
防
の
担
い
手
と
し
て
、
一

層
ご
活
躍
さ
れ
る
よ
う
念
願
し
て

い
ま
す
。

多
く
の
区
民
の
皆
様
に「
引
き

続
き
頑
張
れ
」と
信
任
を
頂
い
て

か
ら
、
間
も
な
く
１
年
を
迎
え
ま

す
。行

政
と
は
改
革
で
あ
る
。
難
し

い
課
題
か
ら
決
し
て
逃
げ
て
は
な

ら
な
い
。ま
し
て
や
目
先
、目
先
の

を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整

備
を
促
進
し
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
よ
り
身
近
で
利
用
し
や

す
い
窓
口
に
し
ま
す
。
高
齢
者
の

就
業
機
会
の
拡
大
や
地
域
活
動
へ

の
参
加
を
促
進
し
ま
す
。「
街
か
ど

ケ
ア
カ
フ
ェ
」や「
は
つ
ら
つ
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
」な
ど
、身
近
な
場
所
で

介
護
予
防
に
取
り
組
め
る
環
境
づ

く
り
を
引
き
続
き
進
め
ま
す
。

区
民
の
皆
様
に
お
約
束
し
た

「
改
革
ね
り
ま
第
Ⅱ
章
」の
実
現
に

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
の
お
力
添
え
を
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
練
馬
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
増

田
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
会
員
の

皆
様
の
一
層
の
ご
活
躍
を
祈
念
申

し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

練
馬
区
長
　
　
前
川
　
燿
男
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
31
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

練
馬
区
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し

て
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

練
馬
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日

頃
よ
り
、区
議
会
に
対
し
、温
か
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。本
年
が
、皆

様
に
と
っ
て
、
夢
と
希
望
に
満
ち

た
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

わ
が
国
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者

人
口
は
、総
人
口
の
28
％
を
超
え
、

過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

70
歳
以
上
の
割
合
も
団
塊
の
世
代

の
皆
様
の
高
齢
化
に
伴
い
、
は
じ

め
て
20
％
を
超
え
る
な
ど
、
こ
れ

ま
で
に
な
い
超
高
齢
社
会
を
迎
え

て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
地
域

社
会
を
よ
り
活
力
あ
る
も
の
に
し

て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
の
力
だ

け
で
は
な
く
、
高
齢
者
の
皆
様
が

長
い
人
生
の
中
で
培
わ
れ
て
こ
ら

れ
た
知
識
や
経
験
を
活
か
し
て
、

積
極
的
に
地
域
活
動
の
担
い
手
と

し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ

り
ま
す
。

練
馬
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

は
、各
老
人
ク
ラ
ブ
を
支
え
、生
き

が
い
と
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
多

様
な
活
動
を
通
じ
て
、
高
齢
者
の

皆
様
の
生
活
を
豊
か
な
も
の
に
す

る
と
と
も
に
、
生
き
が
い
の
持
て

る
、
明
る
い
長
寿
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
活
動
に
対
し
ま
し

て
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
深
く
敬
意
を
表
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

区
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

本
年
も
引
き
続
き
、
行
政
と
手
を

携
え
、安
心
・
安
全
で
活
力
あ
る
長

寿
社
会
に
向
け
て
、よ
り
一
層
、積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。皆

様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

増
田
会
長
を
中
心
と
い
た
し
ま
し

て
活
気
の
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
、
高

齢
者
が
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を

送
る
た
め
の
老
人
ク
ラ
ブ
を
目
指

し
て
、
長
寿
社
会
に
向
け
た
積
極

的
な
ク
ラ
ブ
運
営
や
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
、
更
な
る
お
力

添
え
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

結
び
に
、
練
馬
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員

の
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を

心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

練
馬
区
議
会
議
長
　
福
沢
　
剛
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11
月
12
日（
月
）、
文
京
シ
ビ
ッ
ク

ホ
ー
ル
で
第
32
回
東
京
都
老
人
ク
ラ

ブ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
1
部
で
は「
い
き
い
き
と
踊
る
」

と
題
し
て
今
年
度
の
東
老
連
芸
能
大

会
上
位
３
チ
ー
ム
の
踊
り
に
続
き
、

12
月
４
日（
火
）・
５
日（
水
）、全
国

老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
沖
縄
県
宜
野
湾

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
初
日
は〈
活
動
交
流
部
会
〉・

２
日
目
は〈
講
演
・
式
典
〉の
構
成
で

全
国
か
ら
１
５
０
０
余
名
の
会
員
、

関
係
者
が
集
い
ま
し
た
。

練
馬
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、

東
京
都
代
表
と
し
て
活
動
交
流
部
会

ボ
ニ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
ス
の
懐
か
し
の
歌

声
に
会
場
の
歌
声
が
加
わ
り
ホ
ー
ル

に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

　

第
2
部
の
式
典
で
、都
知
事
、東
老

連
会
長
、
全
老
連
会
長
か
ら
の
表
彰

状
授
与
が
あ
り
ま
し
た
。

　

練
老
連
関
係
者
の
受
賞
は
次
の
と

お
り
で
す
。

第
32
回
東
京
都
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

第
47
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

活
動
に
敬
意
を
表
す

「
演
ず
る
活
動
」
で

�

奨
励
賞
受
賞

の「
演
ず
る
活
動
」に
出
場
し「
練
馬

音
頭
」を
発
表
。
谷
原
幸
楽
会
・
泉
寿

会
・
百
々
喜
会
老
人
ク
ラ
ブ
の
３
ク

ラ
ブ
が
出
場
し
ま
し
た
。
舞
台
と
観

客
席
の
ふ
た
手
に
分
か
れ
、
会
場
を

巻
き
込
み「
練
馬
音
頭
」を
盛
大
に
披

露
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
大
会
に
先
立
ち
、
全
国
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
ご
配
慮
に
よ
り
、

12
月
３
日（
月
）、
八
重
山
地
区
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
と
の
交
流
の
機
会
に

も
恵
ま
れ
ま
し
た
。前
川
練
馬
区
長
、

中
山
石
垣
市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
沖

縄
伝
統
芸
能
の
披
露
と
指
導
、
会
員

間
の
交
流
等
々
、
今
後
の
老
人
ク
ラ

ブ
活
動
の
発
展
に
つ
な
が
る
心
温
ま

る
経
験
と
な
り
、
来
年
度
の
埼
玉
大

会
で
の
再
会
を
誓
い
ま
し
た
。

東
京
都
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

◇
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者

　

高
島　
　

勉

（
い
ず
み
つ
く
し
会
）

　

赤
坂　

静
夫

（
い
づ
み
会
）

　

加
藤　

武
男

（
八
千
代
会
）

　

宗
形　
　

積

（
関
町
千
歳
会
）

　

風
間　
　

勍

（
三
原
台
友
の
会
）

　

本
橋　

成
夫

（
下
石
神
井
さ
と
み
会
）

　

石
橋　

洋
一

（
谷
原
幸
楽
会
）

◇ 

優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　

平
和
台
一
丁
目
喜
生
会
（
会
長　

坂
口　

貞
夫
）

　

北
二
絆
の
会

（
会
長　

澤
田　

嘉
春
）

　

学
園
会

（
会
長　

渡
辺
た
か
子
）

　

豊
玉
長
寿
会

（
会
長　

中
村　

寿
男
）

◇
会
員
増
強
優
良
ク
ラ
ブ

　
大
泉
学
園
南
町
会
は
つ
ら
つ
ク
ラ
ブ
（
会
長　

佐
川　

信
一
）

　

旭
丘
一
丁
目
福
寿
会
（
会
長　

本
間　

善
保
） 　

な
か
む
ら
悠
々
会
（
会
長　

濱　
　

一
利
）

　

下
石
神
井
千
川
ク
ラ
ブ
（
会
長　

森
下　

和
子
）

　

北
園
会

（
会
長　

今
福
佐
喜
男
）

　

北
二
絆
の
会

（
会
長　

澤
田　

嘉
春
）

　

睦
ク
ラ
ブ

（
会
長　

本
橋　

梅
吉
）

　

松
み
ど
り
会

（
会
長　

内
田　

文
惠
）

　

光
が
丘
ク
ラ
ブ

（
会
長　

篠
川
千
恵
子
）

　

さ
つ
き
会

（
会
長　

筧　
　

賢
一
）

　

南
田
中
若
葉
会
（
会
長　

谷
治　

鶴
子
）

　

豊
寿
会

（
会
長　

金
子　

文
延
）

　

光
が
丘
愛
光
会
（
会
長　

大
島　

保
昌
）

　

白
雪
会

（
会
長　

小
山　

謙
一
）

　

田
柄
健
康
ク
ラ
ブ
（
会
長　

山
崎　

靖
雄
）

　

豊
玉
北
三
寿
会
（
会
長　

石
飛　

國
勝
）

　

三
原
台
寿
会

（
会
長　

嶋　
　

勝
秀
）

　

豊
玉
ク
ラ
ブ

（
会
長　

小
林　

佑
吉
）

　

東
大
泉
こ
と
ぶ
き
会
（
会
長　

重
田　

紀
子
）

　

と
き
め
き
会

（
会
長　

舘
田　

金
三
）

　

中
村
松
竹
会

（
会
長　

近
藤　

慎
吾
）

　

錦
寿
会

（
会
長　

橋
本　
　

暢
）

全国老人クラブ連合会会長あいさつ

奨励賞をいただきました
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私たちは練馬区老人クラブ連合会を応援しています

　

９
月
19
日（
水
）～
20
日（
木
）、

練
馬
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第

52
回
寿
文
化
祭
が
行
わ
れ
、
表
彰

式
と
芸
能
大
会
を
実
施
。

　

１
日
目
の
会
長
表
彰
で
は
、
老

人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者
・
会
員
増

強
優
良
ク
ラ
ブ
な
ど
を
表
彰
し
、

２
日
目
は
区
長
表
彰
と
し
て
福
祉

功
績
者
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

２
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た

芸
能
大
会
で
は
、
踊
り
や
歌
は
も

ち
ろ
ん
、
衣
装
や
小
道
具
ま
で
気

合
十
分
。
皆
さ
ん
の
文
化
祭
に
か

け
る
思
い
と
元
気
が
あ
ふ
れ
る
舞

台
に
拍
手
喝
采
。
参
加
し
た
一
般

区
民
の
方
と
も
親
睦
を
深
め
る
良

い
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
初
め
て
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
の

取
材
が
行
れ
ま
し
た
。
練
老
連
の

魅
力
が
一
人
で
も
多
く
の
方
に
伝

わ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

若葉相生会「バラが咲いた」

は
じ
け
る
笑
顔
に

拍
手
喝
采

第52回
寿文化祭

東泉長寿会「秋田アメ売り歌」

一般区民の方も参加
新舞踊「野崎小唄」
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私たちは練馬区老人クラブ連合会を応援しています

南田中若葉会「祭ばやしが聞こえたら」

中村熟年クラブ松寿会「山中の月」

老松会「踊る12月」

中村松竹会「四季の舞」

北二絆の会「お座敷小唄」
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私たちは練馬区老人クラブ連合会を応援しています

練
馬
区
高
齢
者
福
祉
功
績
者

感
謝
状（
区
長
感
謝
状
）

表
　
　
彰

９
月
19
日（
水
）と
20
日（
木
）に
行
わ
れ
た
寿
文
化
祭
の
中
で
次
の
個
人
と

団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

平
成
30
年
度
高
齢
者
福
祉
功
績
者

小
林　
　

惠	

老
松
会
会
長

平
成
30
年
度
高
齢
者
福
祉
功
績
団
体

◆
社
会
奉
仕
部
門

　

東
大
泉
親
寿
会	

会
長　

石
平　

紀
子

　

ひ
ば
り
睦
青
空
会	

会
長　

宮
原　

卓
也

◆
生
き
が
い
を
高
め
る
各
種
活
動
部
門

　

豊
玉
上
二
寿
会	

会
長　

渡
邊　

勝
男

　

旭
丘
東
寿
会	

会
長　

山
崎　

一
夫

◆
健
康
づ
く
り
に
係
わ
る
活
動
部
門

　

練
馬
熟
年
会	

会
長　

丸
島　

榮
一

　

石
神
井
台
昭
西
清
和
会	

会
長　

本
橋　

良
隆

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者（
表
彰
状
）

粕
谷　

智
子	

中
村
熟
年
ク
ラ
ブ
松
寿
会

野
沢　

ち
よ	

中
村
熟
年
ク
ラ
ブ
松
寿
会

石
井　
　

功	

中
村
熟
年
ク
ラ
ブ
松
寿
会

菱
谷
千
枝
子	

松
み
ど
り
会

野
沢　

諟
子	

豊
玉
ク
ラ
ブ

渡
辺　

正
子	

豊
玉
北
三
寿
会

冨
岡
貴
美
江	

豊
玉
東
寿
会

山
本　

博
三	

豊
玉
東
寿
会

佐
々
木
圭
也	

豊
玉
西
寿
会

保
坂
る
み
子	

八
千
代
ク
ラ
ブ

小
川
美
津
男	

桜
台
親
和
ク
ラ
ブ

林　
　

金
吾	

栄
町
百
寿
会

中
村　
　

武	
仲
一
ク
ラ
ブ

菊
池
美
和
子	
北
町
朗
友
会

上
村　

保
人	

早
宮
末
広
会

石
川　

幸
江	

早
宮
末
広
会

舟
山　

亘
子	

仲
五
お
も
と
会

田
中　

作
子	

北
町
こ
と
ぶ
き
会

相
原
ア
キ
子	

北
町
こ
と
ぶ
き
会

浅
野
三
三
子	

早
宮
和
光
ク
ラ
ブ

斎
藤　

敬
子	

早
宮
和
光
ク
ラ
ブ

小
林　

富
子	

早
宮
和
光
ク
ラ
ブ

横
山　

宗
一	

北
二
絆
の
会

吉
田
ミ
ヤ
子	

北
三
長
寿
会

山
川
フ
ク
ミ	

平
和
台
一
丁
目
喜
生
会

平
船
す
み
江	

平
和
台
一
丁
目
喜
生
会

大
島　

一
恵	

ひ
ば
り
睦
青
空
会

奥
澤
美
智
子	

仲
三
睦
こ
ぶ
し
会

神
宮
司
住
男	
氷
川
台
ク
ラ
ブ

風
祭　
　

實	
氷
川
台
ク
ラ
ブ

野
間　

芳
子	

東
春
日
町
翁
姉
会

小
島
美
代
子	

高
松
地
区
お
も
と
会

高
橋　

雅
子	

春
日
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

小
嶋
み
え
子	

若
葉
相
生
会

練
馬
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
表
彰

老人クラブ活動に功績ある方々を表彰
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私たちは練馬区老人クラブ連合会を応援しています

佐
久
間
チ
ヨ	

高
松
ク
ラ
ブ

佐
々
木
敏
和	

み
ら
く
会

水
野　
　

栄	

旭
町
二
丁
目
久
生
会

片
野　

ト
ミ	

田
柄
健
康
ク
ラ
ブ

小
島　

勘
一	
光
が
丘
む
つ
み
会

清
水　
　

梓	

田
柄
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ク
ラ
ブ

鈴
木　

節
代	

田
柄
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ク
ラ
ブ

橋
本　

鉄
雄	

田
柄
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ク
ラ
ブ

吉
田　

雅
子	

光
が
丘
ク
ラ
ブ

浜
野
美
智
子	

谷
原
幸
楽
会

山
川　

豊
子	

谷
原
幸
楽
会

奈
良　

治
子	

三
友
会

小
島　

典
生	

南
田
中
満
葉
会

渡
辺　
　

操	

百
々
喜
会
老
人
ク
ラ
ブ

二
瓶　

清
子	

高
野
台
長
寿
会

田
中　

久
也	

高
野
台
長
寿
会

佐
藤
ひ
ろ
子	

石
神
友
和
会

千
葉
ヨ
シ
子	

宝
寿
会

山
本　

喜
助	

三
原
台
一
丁
目
親
交
会

中
台
八
枝
子	

あ
け
ぼ
の
会

本
橋
ハ
ナ
子	

下
石
神
井
千
川
ク
ラ
ブ

石
塚　

幸
子	

睦
ク
ラ
ブ

二
瓶　

常
義	

石
神
井
ハ
イ
ツ
寿
栄
会

堀
江　
　

満	

関
町
南
北
長
寿
会

風
間　

佑
蔵	

関
町
千
歳
会

松
岡　

正
尋	

関
町
千
歳
会

大
場　

恵
子	

関
町
千
歳
会

阿
部　

勝
子	

石
神
井
台
こ
と
ぶ
き
会

佐
藤　

信
子	
関
町
鶴
寿
会

脇
屋　

和
代	
石
神
井
白
寿
会

中　
　

榮
子	

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
若
竹
会

岩
名　

明
美	

石
神
井
台
昭
西
清
和
会

小
鍋
喜
代
子	

大
泉
第
一
白
寿
会

鈴
木　

百
代	

北
園
会

松
浦　
　

弘	

和
泉
町
会
親
泉
ク
ラ
ブ

越
後
ヨ
シ
子	

ま
つ
ば
会

関
口
弥
太
郎	

東
友
会

小
林
き
み
子	

と
き
め
き
会

村
松　

仙
二	

仁
泉
会

伊
藤　

暢
章	

仁
泉
会

大
谷　
　

晴	

泉
寿
会

光
又　

節
子	

泉
寿
会

三
浦　

正
子	

泉
寿
会

澤
井　

光
男	

八
千
代
会

鹿
田　

三
枝	

む
さ
し
の
ク
ラ
ブ

野
瀬　

初
江	

一
新
長
寿
会

新
井
ヒ
デ
子	

一
新
長
寿
会

伊
藤
三
千
代	

東
泉
長
寿
会

大
塚　

国
子	

東
大
泉
親
寿
会

渡
辺
冨
美
子	

こ
ぐ
れ
ク
ラ
ブ

森
野　

藤
子	

こ
ぐ
れ
ク
ラ
ブ

岩
下　
　

克	

東
大
泉
こ
と
ぶ
き
会

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者（
感
謝
状
）

成
瀬
美
代
子	

北
二
絆
の
会

岡
本　

雅
江	

八
丁
ク
ラ
ブ

山
口　

雄
三	

学
園
会

特
別
功
労
賞

高
橋
リ
ツ
子	

氷
川
台
ク
ラ
ブ

会
員
増
強
優
良
ク
ラ
ブ

さ
つ
き
会	

会
長　

筧　
　

賢
一

旭
丘
１
丁
目
福
寿
会	

会
長　

本
間　

善
保

な
か
む
ら
悠
々
会	

会
長　

濱　
　

一
利

表
彰
式
の
よ
う
す
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私たちは練馬区老人クラブ連合会を応援しています

1
月
23
日（
水
）、
平
成
最
後
の

１
月
を
飾
る
新
春
の
集
い
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
の
カ
デ
ン

ツ
ァ
光
が
丘
に
は
、
各
ク
ラ
ブ
か

ら
の
参
加
者
約
２
４
０
名
が
集
ま

り
、２
０
１
９
年
を
寿
ぎ
ま
し
た
。

増
田
会
長
の
あ
い
さ
つ
か
ら
ス

タ
ー
ト
。「
自
主
的
な
活
動
は
心
身

の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
、
健
康
づ
く

り
に
な
る
」と
、活
発
な
ク
ラ
ブ
活

動
へ
の
参
画
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。ま
た
、今
年
の
５
月
に
元
号
が

代
わ
る
と
い
う
こ
と
で
、
平
成
の

間
で
一
番
印
象
深
い
出
来
事
で
あ

る
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
訪
問
を
は

じ
め
、活
動
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

続
い
て
、前
川
区
長
、福
沢
区
議
会

議
長
な
ど
多
く
の
来
賓
か
ら
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。そ

の
後
、
重
田
副
会
長
が
音
頭

を
と
り
、
新
年
の
躍
進
を
誓
っ
て

乾
杯
。
今
年
も
会
員
の
皆
さ
ん
が
、 

こ
の
一
年
を
よ
り
楽
し
く
、生
き
が

い
に
満
ち
、
元
気
に
過
ご
せ
る
よ

う
練
老
連
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

強
い
絆
で
今
年
も
活
動

新
春
の
集
い

2019年を祝し盛大に開催
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私たちは練馬区老人クラブ連合会を応援しています

21
組
83
人
の
参
加
者
の
も
と
、

10
月
24
日（
水
）高
根
カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部
に
お
い
て
第
11
回
ゴ
ル
フ

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

名
畑
さ
ん
が
優
勝

第
11
回
ゴ
ル
フ
大
会

西
・
南
・
東
の
３
コ
ー
ス
に
そ
れ

ぞ
れ
７
組
ず
つ
に
別
れ
元
気
よ
く

プ
レ
ー
開
始
。

今
年
は
例
年
の
２
コ
ー
ス
を
３

コ
ー
ス
に
増
や
し
、
全
18
ホ
ー
ル

を
回
り
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
後
の
パ
ー

テ
ィ
ー
で
は
成
績
発
表
が
行
わ

れ
、
名
畑
雅
弘
さ
ん
が（
ネ
ッ
ト

70
・
２
）で
堂
々
の
優
勝
で

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

�
（
報
告
：
幹
事　

尾
形　

忠
）

順　位 氏　名 グロス
優　勝 名畑　雅弘 87
準優勝 横倉　七郎 86
第３位 神田　芳明 93
第４位 重原　布政 96
第５位 佐久間章吉 84

大勢の参加者が親睦を深める

金　額：１冊 540 円（税込）
送　料：１回の購入金額が 1,500 円未満…400 円

１回の購入金額が 1,500 円以上…500 円
10 冊以上または10,000 円以上…無料

お支払い：納品時に請求書が同封されてきますので、 
　　　　振込にて支払いください。

申込先：社会福祉法人
　　　　全国社会福祉協議会出版部
　　　　〒 100-8980
　　　　東京都千代田区霞が関 3-3-2
　　　　新霞が関ビル
電　話：3581-9511　FAX:3581-4666

　私たちの世代なら思わず口ずさんでしまうような童謡・唱歌・歌謡曲などが詰まっ
ています。クラブのみんなと、歌が好きなあの人と、一緒に歌いませんか？

『シニア世代みんなの歌集』
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参
加
さ
れ
る
誰
も
が
、楽
し
く
、

簡
単
に
続
け
ら
れ
る
活
動
の
ひ
と

つ
に
レ
ク
ダ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。

練
老
連
に
お
い
て
も
講
習
会
に
参

レ
ク
ダ
ン
ス
・
シ
ニ
ア
健
康
フ
ェ
ス
タ

加
さ
れ
る
ク
ラ
ブ

や
会
員
さ
ん
の
数

が
年
々
増
え
、
今

年
度
も
９
月
12
日

（
水
）、光
が
丘
体
育
館
で
午
前
、午

後
合
わ
せ
て
３
０
０
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
17
ク

ラ
ブ
１
９
３
人
の
メ
ン
バ
ー
が
10

月
23
日（
火
）に
練
馬
文
化

セ
ン
タ
ー
で
日
頃
の
練

習
の
成
果
を「
レ
ク
ダ
ン

ス
発
表
会
イ
ン
ね
り
ま
」

で
披
露
し
ま
し
た
。
講
師

の
高
橋
佳
子
先
生
、
増
田

時
枝
練
老
連
会
長
が
見
守

る
中
で
、
演
技
す
る
側
も

笑
顔
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
進

み
、
最
後
は
会
場
が
一
つ

に
な
っ
て「
練
馬
音
頭
」で

盛
り
上
が
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
21
日（
水
）

に
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公

園
総
合
運
動
場
体
育
館

に
て
、
東
京
都
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
主
催
の「
シ
ニ

ア
健
康
フ
ェ
ス
タ
東
京
」

（
参
加
者
１
５
０
０
人
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
練

老
連
か
ら
は
７
ク
ラ
ブ

23
人
の
参
加
が
あ
り
、
城
西
支
部

１
０
０
人
の
大
き
な
輪
の
中
、
明

る
く
、
元
気
に「
コ
ー
ヒ
ー
ル
ン

バ
」と「
皆
の
衆
」の
演
技
を
発
表

し
ま
し
た
。
最
後
の
参
加
者
全
員

に
よ
る
レ
ク
ダ
ン
ス「
青
い
山
脈
」

は
圧
巻
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
レ

ク
ダ
ン
ス
や
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
に
よ

る
健
康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く

り
な
ど
の
活
動
を
全
都
的
な
規
模

で
総
合
的
に
発
表
す
る
場
に
参
加

で
き
た
こ
と
は
と
て
も
有
意
義
な

こ
と
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し

く
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

レ
ク
ダ
ン
ス
で
生
涯
青
春

会場が一つになって踊りで盛り上がる（レクダンス発表会インねりま）

1500人でレクダンス（シニア健康フェスタ東京）
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ク
ラ
ブ
の
広
場

創
立
58
年
の
関
町
千
歳
会
は
、

た
だ
今
３
１
５
名
の
仲
間
た
ち
と

と
も
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
年
２

回
の
旅
行
、
健
康
に
暮
ら
す
知
恵

を
テ
ー
マ
に
し
た
健
康
講
座
、
そ

し
て
目
玉
行
事
は
毎
年
11
月
に
行

わ
れ
る
「
芋
煮
会
」。
こ
の
日
は

千
歳
会
農
園
部
で
作
っ
た
里
芋
等

を
ふ
ん
だ
ん
に
煮
込
み
、
１
０
０

人
を
超
す
参
加
者
で
お
い
し
く
楽

し
く
お
腹
い
っ
ぱ
い
い
た
だ
き
ま

す
。も

ち
ろ
ん
、
毎
月
定
期
的
に
行

わ
れ
る
７
部
門
の
サ
ー
ク
ル
活
動

（
コ
ー
ラ
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
、
エ
ン

ジ
ョ
イ
ダ
ン
ス
、
農
園
、
輪
投
げ
、

民
謡
、
足
踊
り
）
は
そ
れ
ぞ
れ
活

発
で
あ
り
、
生
活
の
ハ
リ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

昨
年
の
旅
行
は
、
春
に
富
士
山

麓
を
巡
り
、
秋
に
東
京
湾
の
船
旅

を
楽
し
み
ま
し
た
。
と
も
に
快
晴

に
恵
ま
れ
、
会
員
相
互
の
親
睦
が

深
ま
り
力
強
い
か
ぎ
り
で
し
た
。

さ
ら
に
も
う
一
つ
、
大
切
に
し

て
い
る
行
事
が
あ
り
ま
す
。
年
２

回
、
80
歳
以
上
の
会
員
（
昨
年
は

１
６
９
名
）
に
花
鉢
を
届
け
る
の

で
す
。
15
班
の
各
班
長
が
届
け
、

併
せ
て
暮
ら
し
の
様
子
な
ど
も
見

て
き
て
、
会
員
相
互
の
見
守
り
に

役
立
て
て
い
ま
す
。

千
歳
会
に
は
地
域
の
民
生
委
員

宝
寿
会
は
、
三
原
台
に
四
つ
あ

る
老
人
会
の
一
つ
で
す
。
創
立
40

年
、
会
員
48
名
を
有
す
る
大
所
帯

で
す
。

年
２
回
の
１
泊
旅
行
は
毎
回
楽

し
く
、
親
睦
を
深
め
ら
れ
る
好
機

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
１
泊
で
き

な
い
会
員
に
は
日
帰
り
旅
行
や
歩

行
会
等
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
活
動
は
、
レ
ク
ダ
ン

ス
、
カ
ラ
オ
ケ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
、
農
園
等
が
あ
り
ま
す
。

２
か
月
に
一
度
の
定
例
会
で
は
、

普
段
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
、

楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
練
馬
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
る
恒
例
の
寿
文
化
祭
で

が
８
名
お
り
、
と
も
に
会
員
の

方
々
の
役
に
立
て
る
よ
う
努
力
し

て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
気
軽
に
お

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
ご
一
緒

に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

コーラス部が老人ホームを慰問

宝
寿
会

�

会
　
長
　
進
士
　
正
美

�

世
話
係
　
小
笠
原
圭
子

「
創
立
40
周
年
」
を

�

再
出
発
に

石神井中

関
町
千
歳
会

�

会
長
　
宗
形
　
積

元
気
に
ワ
ク
ワ
ク
！

石神井西
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は
、
レ
ク
ダ
ン
ス
に
参
加
し
、
艶

や
か
な
衣
装
と
踊
り
で
大
会
に
華

を
添
え
て
い
ま
す
。

老
人
会
の
大
き
な
目
標
と
し

て
、「
健
康
長
寿
」を
考
え
た
と
き
、

人
と
関
わ
り
合
い
談
笑
し
、
適
度

な
運
動
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

を
と
る
、
ま
さ
に
サ
ー
ク
ル
活
動

や
例
会
に
参
加
す
る
こ
と
は
理
に

適
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
公
園

清
掃
や
毎
年
夏
休
み
に
行
っ
て
い

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
45

年
に
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
会
と
し

て
発
足
し
ま
し
た
。

現
在
は
60
名
程
度
の
会
員
で
、

会
全
体
で
行
う
活
動
に
分
科
会
と

も
い
え
る
五
つ
の
部
活
動
が
あ
り

ま
す
。
会
員
は
好
み
の
部
に
複
数

参
加
で
き
ま
す
。
各
部
の
活
動
状

況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

カ
ラ
オ
ケ
部

　

25
名
で
月
２
回
の
例
会
と
、
敬

老
館
で
随
時
実
施
。

読
書
部

　

８
名
で
月
１
回
名
作
の
輪
読
。

俳
句
部

　

12
名
で
月
１
回
の
句
会
。

麻
雀
部

　

18
名
で
月
５
～
６
回
実
施
。

（
麻
雀
卓
は
手
作
り
の
も
の
2
卓
）

ダ
ン
ス
部

　

７
名
で
月
２
回
実
施
。

会
員
全
体
の
活
動
と
し
て
は
、

隔
月
の
例
会
が
あ
り
、
連
絡
事
項

を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
カ
ラ
オ

ケ
、
輪
投
げ
、
ビ
ン
ゴ
、
誕
生
会

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

る
老
人
会
主
催
の
ラ
ジ
オ
体
操

は
、
通
り
が
か
り
の
住
民
や
散
歩

の
つ
い
で
に
と
自
由
に
参
加
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
地
域
密

着
の
老
人
会
と
し
て
、
末
永
く
継

続
し
て
い
け
る
よ
う
、
頑
張
っ
て

い
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ビ
ー
ル
工
場
を
旅
行
で
見
学

人気のカラオケ

大
泉
学
園
長
寿
会

�
会
長
　
長
井
　
正
夫

魅
力
は
五
つ
の
部
活
動

大泉東
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泉
寿
会
は
昭
和
43
年
10
月
17
日

に
発
足
し
、
50
周
年
の
佳
節
を
迎

え
、
昨
年
盛
大
に
記
念
式
典
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

会
員
は
１
４
５
名
。
先
輩
と
若

手
が
融
合
し
積
極
的
に
活
動
に
取

�

泉
寿
会
　
奥
山
　
君
子

50
年
の
節
目
に
決
意

大泉西

り
組
ん
で
い
ま
す
。
役
員
は
18
名

（
役
員
会
月
１
回
開
催
）。
多
く
の

ク
ラ
ブ
活
動
が
あ
り
、
各
ク
ラ
ブ

と
も
正
副
責
任
者
を
中
心
に
進
め

て
お
り
ま
す
。

レ
ク
ダ
ン
ス
部（
月
１
回
活
動
）

は
何
よ
り
嬉
し
い
こ
と
に
、
会
員

の
要
望
に
よ
り
発
足
し
、
責
任
者

の
一
生
懸
命
な
心
に
惹
か
れ
楽
し

く
踊
っ
て
い
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
部
（
毎

火
曜
活
動
）
は
、
ク
ラ
ブ
を
見
た

こ
と
も
持
っ
た
こ
と
も
な
か
っ
た

会
員
が
今
や
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を

出
す
よ
う
に
な
り
、
大
声
で
笑
い

の
中
、
ワ
イ
ワ
イ
と
楽
し
く
や
っ

て
い
ま
す
。
毎
回
休
ま
ず
参
加
す

る
93
歳
の
方
は
部
が
発
足
し
た
こ

と
に
毎
回
感
謝
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。フ

ラ
ダ
ン
ス
部（
月
２
回
活
動
）

は
、
90
歳
の
方
が
リ
ー
ダ
ー
と
な

り
、
会
の
催
し
物
、
老
人
ホ
ー
ム

の
訪
問
等
で
踊
り
を
披
露
し
て
い

ま
す
。

カ
ラ
オ
ケ
部
（
月
１
回
活
動
）

は
14
名
の
部
員
が
会
や
練
老
連
の

行
事
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
積
極
的

に
参
加
し
歌
声
で
心
を
和
ま
せ
て

く
れ
て
い
ま
す
。

他
に
旅
行（
年
２
回
）、ゴ
ル
フ
、

ま
た
、
春
と
秋
に
は
健
康
増
進

の
た
め
の
歩
行
会
を
実
施
。
俳
句

会
で
は
「
子
規
庵
」
の
見
学
も
予

定
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
住
所
は
広
範
囲
で
、
特

定
の
町
会
と
の
結
び
つ
き
は
皆
無

で
す
。
し
た
が
っ
て
会
員
相
互
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に

と
る
の
に
苦
労
し
ま
す
が
、
例
会

の
場
や
各
部
長
を
通
じ
て
必
要
な

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

活
動
の
場
所
は
、地
域
集
会
所
、

区
民
館
、
敬
老
館
な
ど
を
利
用
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
施

設
が
主
催
す
る
行
事
に
も
積
極
的

に
参
加
し
て
、楽
し
ん
で
い
ま
す
。

より楽しいクラブを目指していきます
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き
ま
す
。
こ
の
誕
生
日
会
で
は
み

ん
な
で
懐
メ
ロ
を
歌
っ
た
り
す
る

と
と
も
に
、
練
老
連
主
催
の
講
習

会
で
覚
え
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ダ
ン
ス
な
ど
も
披
露
さ
れ
ま
す
。

誕
生
日
会
以
外
で
は
、
カ
ラ
オ

ケ
ク
ラ
ブ
と
輪
投
げ
ク
ラ
ブ
が
月

２
回
ず
つ
行
わ
れ
る
だ
け
で
、
会

独
自
の
催
し
は
決
し
て
多
い
と
は

言
え
ま
せ
ん
が
、
当
会
の
最
高
齢

者
で
も
あ
る
増
田
区
老
連
会
長
を

会
員
み
ん
な
で
盛
り
た
て
て
い
こ

う
と
の
思
い
は
強
く
、
区
老
連
や

百
歳
に
な
っ
て
も
笑
顔
で
活
躍

で
き
る
喜
び
の
花
咲
く
会
と
な
る

こ
と
を
願
っ
て
名
付
け
ら
れ
た

「
百
々
喜
会
（
モ
モ
キ
カ
イ
）」
は
、

昭
和
49
年
に
発
足
し
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
現
在
、
１
０
０
歳

を
超
え
る
会
員
は
い
ま
せ
ん
が
、

２
カ
月
ご
と
に
富
士
見
台
地
区
区

民
館
で
行
わ
れ
る
誕
生
日
会
に

は
、
会
員
が
作
っ
た
春
雨
サ
ラ
ダ

や
枝
豆
・
煮
物
・
漬
物
な
ど
を
食

べ
な
が
ら
楽
し
い
歓
談
の
花
が
咲

東
老
連
の
催
し
に
は
積
極
的
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
人
暮

ら
し
の
会
員
や
家
族
が
入
院
し
て

し
ま
い
一
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

会
員
へ
の
仲
間
同
士
の
声
か
け
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

会
の
親
睦
旅
行
を
毎
年
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
増
田
会
長
が
東
老

練
の
会
長
に
な
っ
た
時
、
そ
の
お

祝
い
で
津
南
に
行
き
、
桜
の
苗
樹

を
記
念
植
樹
し
て
以
来
、
中
断
し

て
い
ま
し
た
。
昨
年
、
増
田
会
長

が
東
老
連
会
長
を
退
任
さ
れ
た
た

め
、
今
年
の
４
月
、
久
方
ぶ
り
に

千
葉
館
山
に
旅
行
に
行
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

今
年
の
４
月
か
ら
、
老
人
ク
ラ

ブ
農
園
を
８
区
画
受
け
持
つ
こ
と

に
も
な
り
ま
し
た
。「
百
々
喜
会
」

に
新
し
い
喜
び
の
花
を
咲
か
す
こ

と
が
で
き
そ
う
で
す
。

�

（
文
：
岩
瀬　

清
）

農
園
活
動
も
活
発
で
す
。

泉
寿
会
の
合
言
葉
は
、「
転
ば

な
い
」「
今
日
い
ち
に
ち
を
元
気

で
」「
喜
ん
で
全
て
に
参
加
」で
す
。

新
し
い
年
号
を
迎
え
る
年
、
泉
寿

会
も
会
員
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に

し
、
さ
み
し
い
思
い
を
さ
せ
な
い

と
い
う
思
い
で
、
次
の
50
年
に
向

け
ス
タ
ー
ト
で
す
。
会
員
の
皆
さ

ま
と
と
も
に
希
望
を
持
っ
て
進
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

桜を記念植樹しました

百
々
喜
会
老
人
ク
ラ
ブ

�

会
長
　
　
増
田
　
時
枝

喜
び
の
花
咲
く
活
動

石神井東
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地区名・ク ラ ブ 名 豪雨災害募金 赤い羽根募金 社会奉仕
１．中新井地区 82,395 円 67,600 円 157 名
中村熟年クラブ松寿会 14,945 円 8,571 円 18 名
生きいきクラブ中村寿会 12,000 円 5,000 円 16 名
松みどり会 4,300 円 3,000 円 16 名
豊玉クラブ 8,600 円 5,000 円 雨中止
豊玉長寿会 0 円 4,640 円 6 名
中村地区おもとの会 2,000 円 3,000 円 15 名
豊玉寿会 8,340 円 11,100 円 18 名
豊玉上二寿会 7,000 円 5,000 円 20 名
豊玉北三寿会 5,000 円 5,374 円 9 名
なかむら悠々会 4,800 円 4,400 円 8 名
中村松竹会 2,000 円 2,000 円 7 名
豊玉東寿会 5,000 円 5,000 円 6 名
豊玉西寿会 3,000 円 3,000 円 18 名
豊寿会 5,410 円 2,515 円 雨中止
2．南地区 68,197 円 53,298 円 135 名
旭丘福寿会 5,000 円 3,000 円 7 名
桜台１丁目桜クラブ 10,000 円 5,000 円 40 名
羽沢和楽会 5,000 円 5,000 円 9 名
小竹町竹友会 3,000 円 2,000 円 雨中止
八千代クラブ 8,900 円 5,000 円 12 名
旭丘１丁目福寿会 5,000 円 3,000 円 8 名
いづみ会 3,000 円 5,000 円 20 名
桜台親和クラブ 10,000 円 5,000 円 7 名
旭丘東寿会 5,000 円 5,000 円 12 名

地区名・ク ラ ブ 名 豪雨災害募金 赤い羽根募金 社会奉仕
栄町百寿会 10,297 円 10,298 円 20 名
桜台九十九会 3,000 円 5,000 円 ──
３．北地区 108,725 円 75,594 円 343 名
仲一クラブ 3,000 円 3,882 円 21 名
北町朗友会 3,000 円 3,000 円 8 名
早宮末広会 10,000 円 8,583 円 15 名
仲五おもと会 4,000 円 3,500 円 38 名
平和台悠交会 5,000 円 5,000 円 5 名
北町ことぶき会 2,000 円 3,000 円 26 名
早宮和光クラブ 5,000 円 5,000 円 25 名
北町いずみ会 5,000 円 4,000 円 雨中止
北二絆の会 9,155 円 5,279 円 16 名
北三長寿会 15,170 円 10,350 円 20 名
北二福寿会 5,000 円 3,000 円 20 名
錦寿会 3,400 円 3,000 円 雨中止
平和台１丁目喜生会 3,000 円 3,000 円 31 名
ひばり睦青空会 5,000 円 3,000 円 19 名
仲三千歳会 5,000 円 3,500 円 7 名
仲三睦こぶし会 5,000 円 3,500 円 12 名
さつき会 1,000 円 2,000 円 68 名
氷川台クラブ 20,000 円 3,000 円 12 名
４．上練馬第１地区 45,672 円 39,464 円 121 名
東春日町翁姉会 3,000 円 3,000 円 15 名
貫井福寿会 1,000 円 1,000 円 5 名
高松地区おもとの会 6,000 円 8,290 円 17 名

豪雨災害・ 赤い羽根共同募金・社会奉仕活動集計表（平成30年度）

皆さんのご協力をいただいて、赤い羽根共同募金に
81万5,141円のご浄財を寄付いただきました。ご協力
いただいた募金は日本赤十字社と練馬区社会福祉協議
会へお渡ししました。
さらに、平成30年７月に起きた西日本を中心とす

る豪雨災害に対しても皆さんから募金いただき、94万
3,944円を中央共同募金会へお渡ししました。

老人クラブが全国一斉社会奉仕活動として行ってい
る社会奉仕の日（９月20日）には地域の緑化、美化、資源
ゴミのリサイクル等の幅広いボランティア活動に113ク
ラブ1,985人の方にご協力いただきました。
これからも地域のために経験を生かして活動してま

いりましょう。

赤い羽根共同募金・豪雨災害募金
全国一斉社会奉仕活動
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私たちは練馬区老人クラブ連合会を応援しています

地区名・ク ラ ブ 名 豪雨災害募金 赤い羽根募金 社会奉仕
フレンドクラブ貫井 13,000 円 5,000 円 15 名
豊島園地区おもとの会 0 円 3,000 円 10 名
万年青の会 0 円 0 円 17 名
貫井西福寿会 3,000 円 3,000 円 ──
貫井東福寿会 10,372 円 8,210 円 20 名
春日町中の宮会 3,000 円 3,000 円 12 名
春日町シニアクラブ 3,000 円 1,664 円 ──
西向会 3,300 円 3,300 円 12 名
５．上練馬第 2 地区 55,772 円 93,459 円 277 名
旭町長寿会 0 円 10,600 円 15 名
高松クラブ 9,300 円 6,800 円 9 名
若葉相生会 0 円 14,288 円 12 名
旭町２丁目久生会 3,000 円 7,000 円 16 名
みらく会 5,000 円 6,300 円 15 名
土支田みどり会 6,922 円 5,871 円 15 名
田柄健康クラブ 5,000 円 8,000 円 20 名
光が丘むつみ会 2,000 円 3,000 円 25 名
田柄ダイヤモンドクラブ 5,000 円 10,000 円 16 名
光寿会 1,900 円 1,800 円 17 名
白雪会 3,000 円 3,000 円 25 名
光が丘クラブ 2,000 円 3,000 円 15 名
光が丘愛光会 2,000 円 2,000 円 40 名
光が丘白秋会 3,000 円 3,000 円 ──
光が丘公園南クラブ 2,000 円 3,000 円 16 名
光が丘八丁クラブ 5,650 円 5,800 円 21 名
６．石神井東地区 113,063 円 74,291 円 116 名
谷原幸楽会 25,000 円 10,000 円 22 名
富士見台富友会 4,200 円 4,200 円 10 名
三友会 10,000 円 5,000 円 11 名
南田中若葉会 5,053 円 4,315 円 雨中止
南田中満葉会 15,200 円 8,000 円 8 名
南田中四葉会 7,000 円 8,000 円 雨中止
百々喜会老人クラブ 26,610 円 20,466 円 15 名
高野台長寿会 20,000 円 10,000 円 23 名
石神井町１丁目末広会 0 円 4,310 円 27 名
７．石神井中地区 138,518 円 66,861 円 177 名
石神友和会 28,400 円 9,183 円 17 名
石神井明朗会 8,500 円 10,000 円 16 名
梅和会 6,058 円 3,900 円 7 名
池渕寿会 2,000 円 4,000 円 雨中止
宝寿会 4,000 円 4,130 円 15 名
三原台寿会 2,000 円 3,000 円 10 名
三原台友の会 20,600 円 9,000 円 14 名
三原台１丁目 親交会 2,000 円 3,500 円 11 名
あけぼの会 46,960 円 5,078 円 17 名
下石神井千川クラブ 3,000 円 3,000 円 18 名

地区名・ク ラ ブ 名 豪雨災害募金 赤い羽根募金 社会奉仕
下石神井さとみ会 5,000 円 3,770 円 35 名
睦クラブ 5,000 円 5,000 円 6 名
石神井ハイツ寿栄会 5,000 円 3,300 円 11 名
８．石神井西地区 124,618 円 145,578 円 267 名
関町南北長寿会 10,000 円 5,000 円 雨中止
関町千歳会 35,000 円 40,978 円 71 名
老人クラブみどり会 4,000 円 4,000 円 7 名
石神井台ことぶき会 20,000 円 5,000 円 15 名
関町鶴寿会 7,118 円 7,100 円 32 名
石神井白寿会 5,000 円 5,000 円 21 名
石神井台鶴亀会 8,500 円 8,500 円 15 名
シニアクラブ若竹会 25,000 円 10,000 円 13 名
石神井台沼辺親和会 5,000 円 5,000 円 雨中止
石神井台昭西清和会 5,000 円 5,000 円 35 名
興友会 0 円 50,000 円 58 名
９．大泉東地区 76,926 円 72,100 円 156 名
喜楽会 5,000 円 3,500 円 雨中止
老松会 3,000 円 3,000 円 7 名
大泉第一白寿会 5,000 円 5,000 円 6 名
北園会 3,000 円 3,000 円 11 名
和泉町会親泉クラブ 5,000 円 5,000 円 15 名
大泉学園長寿会 5,000 円 5,000 円 9 名
まつば会 5,300 円 10,000 円 14 名
大泉共栄寿クラブ 3,000 円 3,000 円 8 名
東友会 0 円 4,000 円 10 名
練馬熟年会 3,000 円 12,000 円 35 名
いずみつくし会 11,676 円 3,600 円 18 名
学園会 12,000 円 10,000 円 11 名
ときめき会 15,950 円 5,000 円 12 名
10．大泉西地区 130,058 円 126,896 円 236 名
仁泉会 0 円 12,000 円 23 名
泉寿会 10,000 円 12,000 円 14 名
長生会 10,000 円 5,000 円 34 名
八千代会 34,610 円 5,800 円 16 名
むさしのクラブ 20,260 円 15,300 円 16 名
一新長寿会 0 円 9,000 円 10 名
東泉長寿会 12,000 円 12,500 円 15 名
東大泉親寿会 0 円 3,334 円 20 名
こぐれクラブ 15,688 円 8,241 円 58 名
東大泉ことぶき会 10,200 円 11,700 円 11 名
学園みどりクラブ 4,700 円 10,400 円 7 名
友宝会 12,600 円 11,321 円 12 名
大泉学園南町会はつらつクラブ 0 円 10,300 円 ──

合　　　計 943,944 円 815,141 円 1,985 名
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平
成
31
年
、
平
成
最
後
の
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
最

近
は
各
種
行
事
の
際
、「
平
成
最
後
の
」と
い
う
言
葉
が

「
冠
頭
詞
」の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
改
元
後
は

今
度
は「
〇
〇（
新
元
号
）最
初
の
」と
い
う
言
葉
が
使
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

明
治
以
降
、
天
皇
の
崩
御
に
伴
う
改
元
で
し
た
の
で

悲
し
み
の
中
で
の
改
元
で
し
た
が
、
今
回
は
生
前
退
位

に
よ
る
改
元
と
な
り
、
新
元
号
の
誕
生
を
お
祝
い
の
中

で
迎
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。
今
ま
で
２
０
０
以

上
も
使
わ
れ
て
き
た
元
号
の
中
で
一
番
長
く
続
い
た
の

が
昭
和
の
64
年
間
、次
い
で
明
治
の
46
年
間
、平
成
は
３

番
目
の
31
年
間
だ
そ
う
で
す
が
、
新
元
号
も
ぜ
ひ
と
も

長
く
続
い
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

「
平
成
最
後
の
」編
集
後
記
を
お
届
け
し
ま
す
。
次
号

の
編
集
後
記
は「
〇
〇（
新
元
号
）最
初
の
」編
集
後
記
と

な
り
ま
す
。�

（
編
集
委
員
一
同
）

編集後記

開催年月日 事業名 場　　所

平
成
31
年

2月28日（木）歌謡大会 練馬文化センター

3月  5日（火）輪投げ大会 光が丘体育館

5月18日（土）定時総会 練馬区役所地下多目的会議室

※予定は会場の都合等により変更になる場合があります。

氷川台クラブ 10,296円

生きいきクラブ
中村寿会 797円

友宝会 2,364円

八千代会 7,742円

東大泉ことぶき会 1,345円

早宮和光クラブ 2,535円

豊玉上二寿会 1,672円

早宮末広会 969円

仲五おもと会 2,582円

八丁クラブ 1,020円

練老連への1円玉の寄付
（平成30年9月～30年12月間）

ありがとうございました

前回(90号)に掲載しました豊玉北三
寿会は北三長寿会の誤りでした。
お詫びして訂正いたします。

訃
　
報

中
村　

寿
男　

殿

豊
玉
長
寿
会　

会
長

平
成
30
年
９
月
13
日
逝
去（
78
歳
）

　

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

練老連　今後の事業予定
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◇スポンサーへの御礼
練老連発行に際しましてご協力をいただきましたスポンサー各位に厚く御礼申し上げます。
今後とも倍旧の御厚誼を賜りますようお願い申し上げます。
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